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お知らせ拡大版問問い合わせ先

対　象　者 要　　　件
交付する
指定袋の
大きさ

申請方法
申請・交付時期

誕生月（日） 注1 時　期 注2

２歳未満の乳
幼児を養育し
ている人
 注3

①市に住民登録をしている
②実際に住んでいる

中袋
（30リッ
トル）

母子健康手帳、印鑑を
用意し、申請書を提出

平成23年4月2日～
11月生まれの人 ５月

平成23年12月～平成
24年7月生まれの人 ６月

平成24年8月以降
生まれの人 ７月

介護によりお
むつを常時使
用している人

①市に住民登録をしている
② 要介護４または５に該当してい
る

③おむつを常時使用している
④実際に住んでいる

大袋
（45リッ
トル）

介護保険被保険者証、
印鑑を用意し、申請書
を提出

4月～9月生まれの人 ５月

10月～3月生まれの人 ６月

市日常生活用
具給付等事業
の紙おむつの
給付決定を受
けた人

①市に住民登録をしている
② 市日常生活用具給付等事業の給
付決定者で、紙おむつの給付を
受けている

③実際に住んでいる

日常生活用具給付決定
通知書、印鑑を用意し、
申請書を提出

－ ５月～

傷病などによ
りおむつを常
時使用してい
る人

①市に住民登録をしている
② おむつの使用が常時必要と認め
られる旨の医師の診断がある

③実際に住んでいる

医師の診断書、直近の
おむつ購入領収書など
（コピー可）、印鑑を用
意し、申請書を提出

－ ５月～
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もやさないごみの日（毎月第１・３の週）資源化ごみの日
（毎月第２・４・５の週）

※油、塗料など汚れが落ちないび
んは「不燃物」へ。
※ふたは外して、プラスチック
製は『プラスチック製容器包
装』、金属製は『不燃物』へ。

※油、塗料など汚れが落ちないか
んは「不燃物」へ。
※ふたは外して、金属製は『不
燃物』へ。

※汚れたびん・かん類は、他
の不燃物のごみと一緒に１
つの袋に入れて出してくだ
さい。
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　次の要件を満たす人には、申請により、対象者一人につき年間最大50枚
（月割りあり）の指定袋を交付します。申請の受け付け、交付は表にある時期
に環境管理課、または各支所の地域振興課で行います。

　「きれいなかん・びん」とは、水洗いして内容物を取り除いたものです。 （１）残飯・生理用品などの出し方、誤ったごみの出し方
　残飯・生理用品・おむつなどは、必要最小限の分量で次のようにして出せます。

（２）間違えやすい処理券の使い方
　次の方法で処理券を使用することはできませんので、
注意してください。

　この処理券を貼るこ
とはできません。

　この処理券は袋に入らない
大きいもやすごみ（布団など）
に貼ってください。

（３）重さ
　もやすごみを出す場合の１袋の
重さは、片手で持ち運べる程度で
お願いします。

支援措置

「かん類」と「びん類」の出し方 もやすごみの出し方

注１　誕生月とは、乳幼児・介護によりおむつを常時使用している人の誕生月です。
注２　該当の申請・交付時期に申請してください（土・日曜日、祝日を除きます）。
注３　交付枚数は乳幼児１人についての枚数です。　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
出
し
方
の
注
意
点

　残飯・生理用品・お
むつなどは、必要最
小限の分量で小袋、
または新聞などで包
んで指定袋に入れて
出せます。

　全体を黒色の袋や
新聞紙で覆った状態
では出せません。

透明の袋 透明の袋

　購入済の「可燃ごみ処理券」
は、指定袋に入らないごみに貼り
付けて出すことができます（期限
なし）。

これまでどおり

　６月30日までは、
この方法でごみを出すことができます。
黒色の袋は使用できません。

経過措置

指定袋

○○


